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つるいつるい    議会だより議会だより

鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

十字ぎつねのこども十字ぎつねのこども

一般質問がYouTube
で見ることができます！



松井廣道議長

　第２回定例会は６月１2 日に開会し、１3 日に閉会しました。
村長からの提出議案は 17 件で、内訳は報告４件、専決処分
３件、補正予算１件、計画案件２件、契約案件３件、人事案
件２件、その他２件です。議員発議案は５件で、すべての議
案が原案通り可決されました。
一般質問では、６議員が７項目の質問で村政を問いました。

６月定例会のあらまし
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▽
鶴
居
・
台
湾

観
光
交
流
促
進

検
証
事
業２

２
８
万
円

▽
宮
島
岬
周
辺

エ
リ
ア
整
備
工
事

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

宮
島
岬
ト
イ
レ
周
辺
エ

リ
ア
を
整
備
し
ま
す
が
、
内
容
を

詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。

　

国
立
公
園
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト

ラ
ベ
ル
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
今
後
、
宮
島
岬
を
訪
れ
る
観

光
客
が
増
え
る
た
め
、
利
用
ル
ー

ル
を
記
載
し
た
看
板
の
設
置
や
、

隣
接
す
る
民
有
地
へ
の
立
ち
入
り

の
規
制
、
車
両
な
ど
の
不
法
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
木
柵
設
置
な
ど
を

行
い
ま
す
。　

産
業
振
興
課
長

２
４
４
万
円

　
　
　
　

板 

宏
哉
議
員

　
　
　
　

現
在
、
台
湾
か
ら
ど
の

く
ら
い
の
観
光
客
が
来
て
い
て
、

こ
の
事
業
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

今
後
ど
の
く
ら
い
の
観
光
客
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
？

　

こ
の
事
業
は
、
釧
路
日
台
親
善

協
会
に
村
が
加
盟
し
、
台
湾
か
ら

の
観
光
誘
客
強
化
や
友
好
・
交
流

を
図
る
事
業
展
開
を
検
証
す
る
事

業
で
、
今
回
は
写
真
展
の
開
催
や

現
地
視
察
を
行
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
台
湾
か
ら
の
観
光
客

の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
度
か
ら
調
査
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
事
業
の
効

果
は
今
後
現
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

産
業
振
興
課
長

令和７年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 1億0564万1千円　　 51億6861万3千円 全員賛成により可決

▽
地
方
創
生

伴
奏
支
援
事
業

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

地
方
創
生
伴
走
支
援
事

業
の
な
か
の
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す

か
？

　

地
方
創
生
支
援
官
と
と
も
に
地

方
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
事
業
と
し
て
、

羽
田
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ

る
「
産
直
館
」
を
全
て
貸
切
り
、

鶴
居
村
フ
ェ
ア
を
２
日
間
開
催
し

ま
す
。
時
期
は
12
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。　

企
画
財
政
課
長
補
佐 ３

３
３
万
円

羽田空港にある産直館
ここを貸切ます

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

昨
年
に
続
き
今
年
も
視

察
す
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？　

　

昨
年
は
旭
川
と
恵
庭
の
施
設
を

視
察
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察

は
構
造
面
や
コ
ス
ト
面
を
さ
ら
に

検
証
す
る
た
め
に
、
教
育
委
員
会

と
建
設
課
の
職
員
の
２
人
で
視
察

し
ま
す
。

大
津
泰
則
議
員　

　

４
月
30
日
に
鶴
居
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ
代
表
か
ら
村
長
へ
、
屋
内

施
設
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
す
る
側
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
視
察
、
検
証
を
し
て
ほ
し

い
。

　

要
望
を
受
け
、
屋
内
の
陸
上
競

技
施
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
の

で
、
今
回
の
視
察
に
よ
り
今
後
の

施
設
建
設
に
向
け
た
コ
ス
ト
面
や

構
造
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　鶴居と台湾の観光交 流が再開します。
 羽田空港で鶴居村フェ スを開催します！

６月議会
で ど ん な
ことを？

▽
陸
上
競
技
施
設
の
視
察
旅
費

２
９
万
円

　
　
　
　

板 

宏
哉
議
員

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
施
設
を
視

察
す
る
の
で
す
か
？

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
か
ら
地
域

や
団
体
よ
り
要
望
を
受
け
て
い
た

室
内
陸
上
競
技
場
の
整
備
検
討
を

す
る
た
め
の
視
察
を
行
う
も
の
で

す
。

　

今
回
は
、
宮
城
県
仙
台
市
内
の

全
天
候
型
屋
内
陸
上
競
技
施
設

と
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
ワ
タ

ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
を
視
察

し
ま
す
。　

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

▽
ワ
イ
ン

販
売
促
進
事
業

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

弟
子
屈
町
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
醸
造
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
今
回
、
Ｐ
Ｒ
用
ワ
イ
ン
を
購

入
す
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

令
和
６
年
度
産
の
醸
造
用
ブ
ド

ウ
の
収
量
が
霜し

も

の
影
響
で
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
か
ら

弟
子
屈
町
の
カ
ル
デ
ラ
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
委
託
醸
造
を
始
め
た
の
で

す
が
、
一
般
販
売
は
せ
ず
に
村
で

全
て
買
い
取
り
、
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
の
中

に
は
、
ワ
イ
ン
の
名
称
や
ラ
ベ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る
た
め
の

新
ワ
イ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
制
作

委
託
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

２
４
５
万
円

宮島岬からの眺望

ワタミオーガニックランドの施設



６月定例会
審議した議案と結果
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一般質問一般質問

　東　隆行　議員　　　　　　　　　　　　 　　　　P8
①閉校した幌呂小中学校敷地内のカラマツ・雑木の管理は

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P7
①村の景観と太陽光発電事業の共生は

　松井　洋和　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P6
①小学校へのエアコン設置は

　松井　俊治　議員　　　　　　　　　　　　 　　　P9
①村内の草地整備の課題解決を

一
般
質
問   

６６
月
定
例
会

月
定
例
会
６
月
12
・
13
日松

井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

報告
鶴居村振興公社経営状況報告書の提出 全員賛成 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
株式会社むらづくり鶴居経営状況報告書の提出 全員賛成 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
株式会社バイオガスエナジー経営状況報告書の提出 全員賛成 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
令和６年度一般会計繰越明許費繰越計算書 全員賛成 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇
専決処分
村税条例の一部改正
国の改正に合わせて関連する村条例を改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険税条例の一部改正
国の改正に合わせて関連する村条例を改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度一般会計補正予算 ( 第７号）
令和 6年度の歳入歳出が確定したことによる 1億 3020 万円の増額補正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計画の変更
辺地総合整備計画の変更（下幌呂地区） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
辺地総合整備計画の変更（上幌呂地区） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度補正予算
一般会計（第２号）
地方創生伴走支援事業や宮島岬整備事業など総額1億564万円の増額補正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

契約の締結
工事請負契約の締結（総合センター機能改善建築主体工事）
指名競争入札により1億4630万円の契約を締結

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結（総合センター機能改善電気設備工事）
指名競争入札により2億0383万円の契約を締結

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結（総合センター機能改善機械設備工事）
指名競争入札により1億2815万円の契約を締結

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

選任
固定資産評価審査委員の選任（野澤弘幸さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
固定資産評価審査委員の選任（竹中憲之さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
その他
財産の取得（児童生徒等用タブレット）
随意契約により1291万円で購入

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

土地の処分
大楽毛の村有地を7201万円で売却

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書の提出
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化
を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
インターネット、SNSを利用した犯罪被害の防止対策並びに誹謗中傷等の抑
止及び被害者救済を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
持続可能な学校の実現に必要な教育指導体制の充実を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
採
決
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

賛成：〇
反対：×

　板　宏哉　議員　　　　　　　　　　　　 　　　　P10
①産後ケア事業の利用回数制限は
②鶴居市街の分譲状況と支援金の上乗せは

　大津　泰則　議員　　　　　　　　　　　　 　　　P11
①「指導者表彰規定」の設立を

６
人
の
議
員
が

６
人
の
議
員
が
７７
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。

紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　右の二次元バーコードをスマホで読
み取ると、上記の一般質問のやり取り
を YouTube で見ることができます。

入
院
中
の
た
め
欠
席
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村
長 

③
小
学
校
を
対
象
と

し
た
冷
房
設
備
設
置

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
保
育
園
や
鶴
居
中
学
校
大
規
模

改
修
な
ど
で
設
置
し
て
き
た
経
過

や
幼
少
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
や
健
康
面
な
ど
を
考
慮

し
ま
す
と
、
暑
さ
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
優
先
度
は
高
い

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

只
今
の
教
育
長
か
ら
の
答
弁
の

と
お
り
、
今
後
は
ス
ポ
ッ 

ト
ク
ー

ラ
ー
な
ど
に
よ
る
現
状
の
暑
さ
対

策
な
ど
を
検
証
し
つ
つ
、
冷
房
設

備
の
設
置
に
係
る
国
庫
補
助
を
は

じ
め
と
し
た
財
源
の
確
保
や
そ
の

設
置
方
法
な
ど
、
多
面
的
な
検
討

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
も

と
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
教
育
委
員

会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

一
般
質
問   

松
井
洋
和

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

佐
藤 

近
年
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が

全
国
的
に
進
む
中
、釧
路
湿
原
周

辺
で
も
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施

設
の
建
設
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

特
に
、国
の
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
営
巣
・
子
育
て

環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、

当
村
で
も
美
し
い
景
観
や
自
然
環

境
と
調
和
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
在
り
方
が
、今
後
ま

す
ま
す
問
わ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

鶴
居
村
で
は
、
令
和
３
年
12
月

に「
鶴
居
村
美
し
い
景
観
等
と
太

陽
光
発
電
事
業
と
の
共
生
に
関
す

る
条
例
」、
令
和
５
年
12
年
に
は

条例制定以降の太陽光発電事業の実施状況は。
景観と太陽光発電事業の共生は
村長　条例制定後に届出９件、行政指導４件、事前協議中１件

スポットクーラーには音と排熱の問題があるが。
小学校にエアコン設置を
村長・教育長　当面はスポットクーラーを活用

松
井 
昨
年
か
ら
小
学
校
の

暑
さ
対
策
と
し
て
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
て
い

ま
す 

。

　

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
に
は
音
の

問
題
や
排
熱
処
理
の
問
題
な
ど
が

あ
り
、工
夫
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
は
エ
ア
コ

ン
設
置
ま
で
の
対
策
と
し
て
導
入

し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、今
後
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

②
エ
ア
コ
ン
設
置
す
る
場
合
の
費

用
は
ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す

か
。
ま
た
、
国
な
ど
の
補
助
金
は

あ
り
ま
す
か
。

③
大
き
な
予
算
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
小
学
校
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

村
長
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。

あ
り
ま
し
た
。

　

届
出
の
内
容
は
、
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
下
の
小
規
模
な
も
の
が
８ 

件
、
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る 

比
較
的
規
模
の
大
き
い
も
の
が 

１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
届
出
の
事
業
着
手
が

３
件
、
抑
制
区
域
内
施
工
の
是
正

を
求
め
た
１
件
の
計
４
件
の
行
政

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
是
正
案
件
は
、
重
点
道
路

沿
道
区
域
に
該
当
す
る
た
め
、
計

画
の
見
直
し
を
含
め
て
指
導
し
た

も
の
で
あ
り
、 

結
果
的
に
計
画
取

り
や
め
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
未
来
へ
つ
な
げ
る
景

観
む
ら
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
く

動
向
に
つ
い
て
で
す
が
、 

令
和
５

年
12
月
条
例
施
行
以
降
、
太
陽
光

発
電
事
業
に
関
す
る
事
前
協
議
は 

１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
は
、
村
の
景
観
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
開

発
行
為
に
つ
い
て
、 

事
前
に
協
議

を
行
い
必
要
な
指
導
や
助
言
を
行

う
も
の
で
あ
り
、
現
在
ま
で
該
当

す
る
案
件
は
事
業
者
と
の
間
で
継

続
調
整
中
に
あ
り
ま
す
。

村
長 

①
令
和
３
年
12
月
に

施
行
し
た「
鶴
居
村
美

し
い
景
観
等
と
太
陽
光
発
電
事
業

と
の
共
生
に
関
す
る
条
例
」
制
定

以
降
の
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
９
件
の
届
出
が

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。 右の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

教
育
長 

教
育
委
員
会
で

は
令
和
５
年
度

に
、
小
学
校
２
校
の
保
健
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
ほ
か
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備
す
る
な
ど 

し
て
、
熱
中
症
予
防
な
ど
の
暑
さ 

対
策
を
講
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
は
、
閉
校
し
た
幌
呂

小
学
校
・
幌
呂
中
学
校
の
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
移
管
し
、
３
校
で

最
大
24
台
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

が
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
は

移
動
可
能
な
こ
と
か
ら
、
学
校
で

は
、普
通
教
室
や
特
別
支
援
教
室
、

特
別
教
室
な
ど
で
必
要
に
応
じ
て

活
用
し
て
い
ま
す
が
、
運
転
音
の

問
題
も
あ
り
、
置
き
場
所
や
運
転

時
間
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。

①
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画

は
、
村
で
は
、
令
和
５
年
度
に
公

共
施
設
全
体
の
冷
房
の
在
り
方
を

協
議
し
、
当
面
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
方

針
と
し
ま
し
た
の
で
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
こ
の
方
針
の
も
と

で
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
児
童
や
教
職
員

の
健
康
と
学
校
運
営
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
、 

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
令
和
５
年
度
に
公
共
施
設
の
冷

房
の
在
り
方
を
協
議
し
た
と
き

に
、
集
中
管
理
方
式
の
冷
房
設
備

を
導
入
し
た
場
合
の
積
算
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
時
点
で
は
、
鶴
居

小
学
校
で
約
４
５
０
０
万
円
、
下

幌
呂
小
学
校
で
約
２
０
０
０
万
円

の
工
事
費
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、

高
圧
受
電
設
備
の
設
置
に
数
千
万

の
費
用
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
そ
の
後
の
社
会
情

勢
か
ら
、
さ
ら
に
費
用
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
学
校
の
冷
房

設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
文
部

科
学
省
に
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金「
大
規
模
改
造
」
事
業
が
設

「
未
来
へ
つ
な
げ
る
景
観
む
ら
づ

く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
村
の

景
観
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の

枠
組
み
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
、

①
こ
れ
ら
の
条
例
の
制
定
以
降
、

村
内
で
の
太
陽
光
発
電
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
、件
数
や
規
模
、

事
業
者
の
動
向
を
含
め
て
伺
い
ま

す
。

②
釧
路
湿
原
国
立
公
園
周
辺
で
、

太
陽
光
発
電
事
業
に
関
す
る
新
た

な
計
画
や
相
談
事
例
な
ど
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
内
容
と
村
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

以
上
、
村
の
将
来
に
わ
た
っ
て

美
し
い
景
観
と
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
を
い
か
に
両
立
さ
せ

る
か
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
、 

村

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
釧
路
湿
原
国
立
公
園
周
辺
の
太

陽
光
発
電
事
業
の
新
た
な
計
画
や

相
談
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
現
在

ま
で
村
の
景
勝
地
に
隣
接
す
る
釧

路
湿
原
国
立
公
園
の
周
辺
区
域

に
、
地
域
の
景
観
や
自
然
環
境
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
事
前
協
議
１
件
が
進
行
中
で

あ
り
、
事
業
者
と
慎
重
な
協
議
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
を
含
む
周
辺
地
域
は
、
釧

路
湿
原
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
代
表
さ

れ
る
美
し
い
自
然
の
中
で
村
民
の

暮
ら
し
や
酪
農
が
営
ま
れ
、 

多
種 

多
様
な
野
生
動
植
物
が
息
づ
く
生

態
系
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
な
ど
は
、 

豊
か
な
生
活
を
送
る
か
け
が
え
の

な
い
地
域
資
源
で
あ
る
と
同
時

に
、
後
世
に
残
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
私
達
の
責
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
適
正
な
対
応
や
地
域

環
境
と
の
調
和
な
ど
に
配
慮
し
な

が
ら
適
切
な
指
導
と
運
用
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

け
ら
れ
て
お
り
、
３
分
の
１
の
補

助
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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東 

閉
校
し
た
幌
呂
小
学
校
、

幌
呂
中
学
校
敷
地
東
側
周

辺
に
て
、
カ
ラ
マ
ツ
を
は
じ
め
と

す
る
大
木
の
老
朽
化
や
立
ち
枯
れ

に
よ
り
、
倒
木
の
危
険
や
枝
が
畑

に
飛
ん
で
き
て
い
て
草
地
作
業
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
木
の
除
去
・
伐
採
に
関
す

る
今
後
の
計
画
・
管
理
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

旧
幌
呂
小
学
校
、
中

学
校
東
側
の
カ
ラ
マ

ツ
や
雑
木
林
は
、
過
去
に
学
校
林

と
し
て
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、 

現
在
は
村
の
普
通
財
産
と
し
て
貸

付
や
売
払
い
、
譲
渡
な
ど
が
可
能

な
村
有
用
地
と
し
て
管
理
し
て
い

ま
す
。

東
あづま

　隆
たか

行
ゆき

 議員

一
般
質
問   

東　

隆
行

一
般
質
問   

松
井
俊
治

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

松
井 

村
内
に
約
７
１
５
０ 

ha
の
草
地
が
あ
り
ま

す
が
、道
営
草
地
整
備
事
業
の
活

用
に
よ
り
、令
和
５
年
か
ら
令
和

９
年
ま
で
草
地
更
新
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
更
新
率
を
調
べ
て
み
る

と
１
年
あ
た
り
１
．５
５
％
で
あ

り
、自
己
更
新
と
合
計
し
て
も
２
．

７
％
で
面
積
は
、約
２
０
０
ha
し

か
更
新
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

草
地
型
農
業
が
基
本
で
あ
る
本

村
の
畜
産
業
発
展
の
た
め
に
は
、

草
地
更
新
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

村
と
し
て
こ
の
課
題
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
伺
い
ま
す
。

鶴居は草地の更新率がとても低い。
草地整備の課題解決を
村長　農協・北海道と連携し支援を講ずる

学校敷地内の危険木などの管理を。
閉校後の学校敷地内の木の管理は
村長　状況を確認調査し協議検討する

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。 右の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。

表
紙
の
写
真

　6月に鶴居某所で竹内議会事務局長が撮
影した十字ぎつねのこどもの写真です。
　十字ぎつねはキタキツネの毛色変色の一
つで、首から背中にかけて黒い十字架のよ
うな模様が現れるキツネのことです。
　アイヌ民族の間では、十字ぎつねは神聖
な存在として崇められていたとも言われてい
ます。

　

質
問
に
あ
り
ま
す
学
校
周
辺
の

伐
採
作
業
な
ど
を
進
め
る
考
え

は
、
現
在
ま
で
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
が
、 

隣
接
す
る
草
地
に
枝

な
ど
が
飛
散
し
農
作
業
に
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、 

倒
木
な
ど
の
危
険
箇
所

の
確
認
や
草
地
へ
の
影
響
を
調
査

し
、
必
要
な
対
応
策
を
検
討
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

村
内
各
地
に
広
が
る
村
有
林
を

は
じ
め
国
有
林
や
民
有
林
な
ど

が
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境 

や
景
観
を
創
り
出
し
て
お
り
、 

比

較
的
規
模
の
大
き
い
伐
採
な
ど
は

慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と 

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
箇
所
の
カ
ラ
マ
ツ

な
ど
の
村
有
林
は
、
概
ね
伐
採
時

期
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
が
、 

旧
学
校
林
と
し
て
幌
呂
小

学
校
や
幌
呂
中
学
校
と
と
も
に
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
経
過
な
ど
も
踏

ま
え
、 

地
元
地
域
の
理
解
の
も
と

で
協
議
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

学校林として幌呂小学校と歩んできた

村
長 

草
地
型
酪
農
を
実
践 

す
る
当
地
域
で
は
、 

良
質
な
自
給
粗
飼
料
の
生
産
確
保 

の
た
め
草
地
の
更
新
は
極
め
て 

重
要
な
も
の
で
あ
り
、 

経
営
の
安

定
な
ど
に
強
く
結
び
付
く
も
の
と 

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
続
く
飼
料
な

ど
の
高
騰
に
よ
る
自
給
粗
飼
料
の

生
産
確
保
は
、 

経
営
継
続
の
た
め

の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い 

ま
す
。

　

現
在
、
本
村
で
は
令
和
５
年

度
か
ら
の
５
ヵ
年
計
画
で
、
約

５
６
０
ha
の
草
地
整
備
・
改
良
を

実
施
す
る
第
２
つ
る
い
地
区
道
営

草
地
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

同
時
に
、
村
や
農
協
が
支
援
す

る
単
独
の
草
地
更
新
は
、
令
和
元 

年
か
ら
昨
年
ま
で
の
６
年
間
で
約

６
８
５
ha
更
新
が
行
わ
れ
て
お

り
、 

今
年
度
の
各
農
家
が
予
定
す

る
更
新
の
予
定
面
積
は
１
４
５
ha

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
態
に
あ

る
中
、
良
好
な
草
地
と
し
て
維
持

す
る
た
め
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
５
年
か
ら
７
、８
年
程

度
で
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と 

さ
れ
る
ほ
か
、
根
釧
酪
農
ビ
ジ
ョ

ン
が
示
す
目
標
値
は
10
％
、 

10 

年
に
一
度
程
度
の
更
新
を
目
指
す

べ
き
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、 

当
地
域
の
更
新
率
は 

極
め
て
低
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
議
員
の
質
問
に
あ
り
ま

す
草
地
更
新
率
の
改
善
に
向
け
て 

は
、 

今
後
も
草
地
整
備
の
中
心
と

な
る
道
営
事
業
や
公
社
営
事
業
な

ど
を
投
入
し
、
こ
れ
ら
事
業
の
間

に
自
力
に
よ
る
草
地
更
新
を
効
果

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
道
営
草
地
整
備
事

業
な
ど
の
着
実
な
推
進
と
と
も

に
、 

草
地
の
自
力
更
新
を
支
援
す

る
た
め
、 

釧
路
丹
頂
農
協
や
北
海

道
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、  

農
家
へ
の
支
援
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す 

。

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は9月9日(火)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。
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板 

鶴
居
村
で
は
、
産
後
の
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心

身
の
安
定
と
健
や
か
な
育
児
を
支

援
す
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、

・
デ
イ
ケ
ア
型
シ
ョ
ー
ト
デ
イ

　
（
４
時
間
未
満
）

・
デ
イ
ケ
ア
型
ロ
ン
グ
デ
イ

　
（
８
時
間
未
満
）

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

　
（
４
時
間
未
満
）

・
宿
泊
型

の
４
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
利
用
回
数
の
制
限
が
設

け
ら
れ
、
村
が
費
用
を
負
担
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

ビ
ス
の
利
用
限
度
回
数
な
ど
の 

実
施
基
準
を
定
め
て
お
り
、 

令
和

５
年
４
月
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
や
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
指
定
事
業
者
を 

追
加
し
、
現
行
の
制
度
内
容
と
し

て
い
ま
す
。

村
長 

利
用
に
係
る
費
用
の

負
担
割
合
は
利
用
者

が
１
割
、
残
る
９
割
相
当
額
を
村 

が
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

は
４
種
類
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

利
用
ご
と
に
個
別
の
限
度
回
数
を

定
め
、
産
前
ケ
ア
に
つ
い
て
は
デ

イ
ケ
ア
型
シ
ョ
ー
ト
デ
イ（
４
時

間
未
満
）
で
２
回
ま
で
と
し
、
産

後
ケ
ア
は
、
デ
イ
ケ
ア
型
シ
ョ
ー

ト
デ
イ（
４
時
間
未
満
）
で
４
回

ま
で
、 
デ
イ
ケ
ア
型
ロ
ン
グ
デ
イ

（
４
時
間
以
上
８
時
間
未
満
） 

に

つ
い
て
は
４
回
ま
で
、 

ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型（
助
産
師
の
訪
問
４
時

間
未
満
）
で
２
回
ま
で
、
さ
ら
に

宿
泊
型
で
７
日
ま
で
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
初
、 

国
の
制
度
内
容
や
補
助

基
準
に
沿
っ
て
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

や
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
内
容

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、 

各
サ
ー

板
いた

　宏
ひろ

哉
や
 議員

一
般
質
問   

板　

宏
哉

一
般
質
問   

大
津
泰
則

大
おお

津
つ
泰
やす

則
の り

 議員

大
津 

去
る
３
月
25
日
「
令

和
６
年
度
鶴
居
村
青

少
年
表
彰
式
」が
開
催
さ
れ
、ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
お
い
て
顕

著
な
成
績
を
収
め
、他
の
模
範
と

な
る
満
18
歳
以
下
の
青
少
年
、個

人
19
名
団
体
３
組
（
17
名
）、合
計

36
名
の
皆
さ
ん
が
、教
育
長
よ
り

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
か
に
は
、地
域
内
や
道
内
大

会
の
み
な
ら
ず
、全
国
大
会
に
お

い
て
も
上
位
入
賞
を
果
た
す
な

ど
、
ま
さ
に
日
頃
の
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
地
道
な
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、そ
の
成
果
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
、本
人
の
努

力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ご
家
族

の
支
え
や
励
ま
し
、そ
し
て
何
よ

教
育
長 

近
年
、
鶴
居
村

の
児
童
・
生
徒

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
お

い
て
、
全
道
・
全
国
大
会
を
目
指

し
て
懸
命
に
取
り
組
み
、 

な
か
に

は
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
で
輝
か

し
い
成
績
を
残
す
な
ど
、
そ
の
活

躍
は
、
保
護
者
や
関
係
者
の
み
な

ら
ず
村
民
の
誇
り
と
も
い
え
る
も

の
で
す
。

　

そ
う
し
た
活
躍
は
、
も
ち
ろ
ん

児
童
・
生
徒
自
身
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
向
上
心
、
自
ら
を
律
す
る
強

い
意
志
が
な
け
れ
ば
な
し
え
な
い

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
献
身
的
な
ご
家

村青少年表彰式で 36 人が授賞。指導者も讃えては？
指導者表彰規定の設立を
教育長　指導者表彰について研究したい

村
長 

①
鶴
居
市
街
地
の
分

譲
地
は
既
に
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
６
月
２
日
か

ら
６
区
画
を
販
売
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
下
幌
呂
希
の
杜
第
２
期

分
譲
地
は
、 

現
在
、 

宅
地
造
成
関

連
工
事
の
発
注
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
お
り
、
今
年
度
の
工
事
が

完
了
し
た
後
、
来
年
春
を
目
途
に

販
売
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
平
成
28
年
度
か
ら「
鶴
居
村
笑

顔
が
輝
く
移
住
定
住
応
援
基
金
」

に
積
み
立
て
た
２
億
円
を
原
資
と

し
て
、 

現
在
ま
で
83
件
、
総
額
で

１
億
５
３
０
万
円
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す 

。

　

な
お
、
当
支
援
金
は
10
年
間
の 

時
限
規
定
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、 

今
年
度
末
に
そ
の
期
限
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
支
援
金
上
限

額
な
ど
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
制

度
継
続
な
ど
の
在
り
方
な
ど
も
含

め
、
今
後
、
十
分
に
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
回

数
の
上
限
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
や
基
準
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

板 

現
在
、
鶴
居
村
で
は
市
街

地
と
下
幌
呂
で
分
譲
地
の

販
売
に
向
け
て
準
備
や
工
事
な
ど

が
進
行
中
か
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
建
築
費
の
大
幅
な
高
騰

や
、
金
利
の
上
昇
な
ど
も
含
め
、

新
築
物
件
を
建
て
る
若
い
世
代
が

減
っ
て
い
る
と
い
う
声
も
多
く
聞

こ
え
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

①
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
開
始
に
つ
い

て
は
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

②
輝
く
住
ま
居
る
支
援
金
を
、
近

年
の
建
築
費
の
高
騰
な
ど
に
合
わ

せ
て
支
援
額
を
上
げ
る
よ
う
な
対

応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

り
指
導
者
の
存
在
が
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、

学
校
単
独
で
の
部
活
動
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
て
お
り
、こ
う
し
た

中
で
の
活
動
は
、チ
ー
ム
運
営
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
継
続
に
多
く
の

困
難
を
伴
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
本
村
で
36
名
も
の
青
少
年
が

表
彰
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
地

域
の
チ
ー
ム
や
団
体
の
運
営
体

制
、
指
導
体
制
が
非
常
に
充
実
し

て
い
る
証
で
あ
り
、
こ
れ
は
指
導

者
の
皆
様
、
と
り
わ
け
教
職
員
や

地
域
の
一
般
の
方
々
の
熱
意
と
献

身
的
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
、
こ
う
し

た
指
導
者
の
方
々
に
対
し
て
、
村

が
正
式
に
評
価
・
顕
彰
す
る
制
度

が
存
在
し
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

宝
と
も
言
え
る
指
導
者
の
努
力
と

功
績
を
称
え
る
べ
く
、「
指
導
者

表
彰
規
定
」
の
設
立
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

分
譲
地
の
準
備
状
況　

　

と
支
援
上
乗
せ
は

利用回数の上限はどのような考え方で？
産後ケア事業の回数制限は
村長　制度内容や利用者のニーズなどを考慮

族
の
サ
ポ
ー
ト
や
、 

指
導
者
に
よ

る
技
術
的
・
精
神
的
支
援
は
大
き

な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
行
の
鶴
居
村
青
少
年
表
彰 

規
則
は
、
選
手
を
育
成
し
た
指
導

者
の
功
績
を
対
象
と
は
し
て
お
ら

ず
、
鶴
居
村
表
彰
条
例
に
お
い
て 

も「
社
会
功
労
表
彰
」
が
教
育
・

文
化
・
体
育
関
係
の
功
労
を
想
定

し
て
い
る
も
の
の
、
主
と
し
て
多

年
の
功
績
を
称
え
る
も
の
と
し 

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野
で
指

導
力
を
発
揮
し
て
人
材
育
成
に 

努
め
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
方
々

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
そ

う
し
た
様
々
な
功
績
に
ど
の
よ
う

に
報
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
釧
路

管
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指
導

者
を
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
そ
の
仕
組
み
や
成
果
な
ど
も

把
握
し
、
指
導
者
に
係
る
表
彰
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鶴居村青少年表彰式

下の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。 右の二次元バーコードをスマホで読み取ると YouTube で一般質問の動画を見ることができます。
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勢
せい

一
いち

智
とも

子
こ

さん

　
７
月
８
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
、
道
内
の
全
町
村
議
員
が
一
同
に
介

し
、
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
鶴
居
村
か
ら
は
７
人
の
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

●
研
修
内
容

▽
第
一
部

　
「
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員
の
多
彩
化
に

向
け
て　

地
域
社
会
の
「
鏡
」
と
し
て
の
議

会
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
南
学
院
大

学
の
勢
一
智
子
法
学
部
教
授
か
ら
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

▽
第
二
部

　
「
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
元
総
務
大
臣
で
元
岩
手
県
知

事
、
前
日
本
郵
政
社
長
の
増
田
寛
也
さ
ん
か

ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

  

臨
時
会

松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

第２回臨時会　5月8日開催
令和７年度補正予算
一般会計（第１号）
主にえんれい荘の経営支援補助金などの4197万円の増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

契約の締結
工事請負契約の締結（村道中雪裡下久著呂線第二工区改良工事）
指名競争入札により1億9470万円の契約を締結 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結（鶴居中学校大規模改修外構その1工事）
指名競争入札により7474万円の契約を締結 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他
財産の取得（住民基本台帳ネットワークシステム機器購入）
随意契約により1644万円で購入 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３回臨時会　6月30日開催 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

契約の締結
工事請負契約の締結（下幌呂希の杜第２期分譲地宅地造成その１工事）
指名競争入札により1億3255万円の契約を締結 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

賛成：〇
反対：×

欠席：欠
除斥：ー

議
員
の
質
問
回
数

松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

令和５年度の合計質問回数 59 48 34 7 75 4 27 37

令和６年度の合計質問回数 30 29 45 14 78 12 16 31

令和７年５月臨時会　議案 1 1 2 1 1 1

令和７年６月定例会　一般質問 1 2 1 1 1 1

令和７年６月定例会　議案 3 5 2 2 2 3

令和７年６月臨時会　議案 1 1

令和７年度の合計質問回数 5 8 3 4 2 1 5 5

議会名
（
注
）
議
長
は
質
問
し
ま
せ
ん
。

議員の質問回数を
数えてみました

　 しかし、 質問の回数が直接議員を評価するものではありません。

  質問の回数ばかりではなく、 その内容や議場以外での活動も議員として大切な仕事です。

村民の皆さまに議会 ・ 議員に興味を持ってもらう一つのデータとして掲載しています。

議
員
研
修
会

全道議員研修会

臨時会

増
ます

田
だ

寛
ひろ

也
や

さん

議員報酬 月額報酬 R7 月額報酬 R8
議　員 221,500 円 250,000 円
委員長 247,500 円 276,000 円
副議長 274,500 円 303,000 円
議　長 335,500 円 364,000 円

期末手当 4.6 か月分

選挙年 議員定数 選挙結果
1999 12 選挙（立候補者 13 人）
2003 12 無投票
2007 10 無投票
2011 10 選挙（立候補者 11 人）
2015 9 選挙（立候補者 11 人）
2019 9 選挙（立候補者 12 人）
2023 9 選挙（立候補者 10 人）

３月定例会（約５日間）
６月定例会（約２日間）
９月定例会（約４日間）
12月定例会（約２日間）
臨時会（年５回程度）
管内の各事務組合議会（年３回程度）
全員協議会（月１回程度）
議会運営委員会（各議会ごと）
総務常任委員会（必要に応じて）
産業常任委員会（必要に応じて）
広報広聴常任委員会（必要に応じて）
広報研修会（３日間）
行政視察（３～５日間程度）
全道議員研修（３日間）
管内議員研修（１～２日間）
村内主要施設視察（年１回）
各種行事への参加（年15回程度）
※議長はさらに多くの活動をしています。

主な議員活動

立候補の条件

村議会議員
日本国民で満 25 歳以上

鶴居村議会議員の選挙権を持っていること
村長 日本国民で満 25 歳以上

道議会議員 日本国民で満 25 歳以上

北海道知事
日本国民で満 30 歳以上

北海道議会議員の選挙権を持っていること
衆議院議員 日本国民で満 25 歳以上
参議院議員 日本国民で満 30 歳以上

2 年後に議会議員選挙が
あります。

（2027 年 4 月）
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

　この 4 月から鶴居村の住民になりました石下亜衣紗（いしおろしあいさ）です。
栃木県出身で大学進学を機に北海道にやってきました。道東暮らしも長いのです
が、4 月から鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリで働かせていただけることに
なり、鶴居村に引っ越してきました。
　鶴居村には何度も来ていましたが、住んでみてゆっくりと街中を見ると、どの
施設もとても立派で驚かされます。しかも細目に手入れされており、通勤してい
てもプロムナードやサッカー場はいつも綺麗で圧巻です。何人か知り合いも会い
に来てくれていますが、やはりみなさんこの整備のいきとどいたきれいな街中に
驚いていました。
　こんなにも整備されているのに、街中でも野鳥がたくさん暮らしているのも、
生き物好きには嬉しいポイントです。当たり前のようにいるタンチョウはもちろ
ん、市街地の中でも 1 時間半ほど歩けば 12 種類の野鳥に出会うことができまし
た。ちょっとした空き地にいるノビタキやオオジシギ、ノゴマなど、鶴居スタン
ダードは豪華です。今年は運の良いことにフクロウの仲間、トラフズクに会う機
会にも恵まれました。こんなに可愛いご近所さんたちがたくさんいるのは市街地
にも草原、広葉樹・針葉樹の林、砂利の広場、川などいろいろな環境があるおか
げでしょう。きれいな設備と自然の良いバランスが残っていって欲しいです。
　いつも子供たちが元気にあいさつしてくれるのも印象的です。
　最近では気温の高さに「やっぱり鶴居村は道東では暑い」と、うだれている日
もありますが、これで美味しい野菜ができるのも鶴居村の魅力でしょう。これか
らも鶴居村の魅力を発見できるのを楽しみにしています。これからどうぞよろし
くお願いいたします。


